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→ 30.8％，4.5％→ 15.8％）。陽性牛 20頭のうち
12頭（60.0％）が県外導入で，5頭（25.0％）は母
牛が県外導入であった。
④ H26年度陰性でH28年度陽性になった 2戸では，
陽性牛 8頭のうち 7頭は県外導入，1頭は母牛が
県外導入であった。
【考察】
BLVが浸潤している農家Aでは，直検手袋の使い
回しを中止したことにより，陽性率が大幅に低下した。
人為的伝播がなくなったことにより，新たに感染す
る牛よりも淘汰される牛の数が上回ったためと思わ
れる。
また農家A以外の陽性農家 9戸では陽性牛の
64.2％が県外導入と因果関係があった。顕著に抗体陽
性率が上昇した 3戸では陽性牛の 85.0％が，新たに
陽性になった 2戸では陽性牛全てが県外導入あるいは
母牛が県外導入であったことから，陽性牛の中には
陽性の県外導入牛から垂直感染したものがいると推
察された。
BLV対策としては垂直感染を防ぐことが最も重要
と思われたため，親仔の早期分離，初乳の冷凍また
は加熱処理を徹底すること，人為的伝播をなくすこ
とが重要と思われた。
